
　11年前の春、日本の大学院での留学を終えてア
ゼルバイジャンに帰国しました。まもなくODA事業を
請け負い、発電所を建設していたTEPSCO（東電設
計）チームとの出合いがあり、今日の私の人生を決
定づけた日となりました。無縁の電力の世界に飛び
込み、これまで11年間、プロジェクトの運営の難しさ
に鍛えられました。
　佐藤さんには「何事も絶対に最後まであきらめるな! 
いつもこれからがスタートだ!」と、私はずいぶん勇気
づけられました。立派な発電所が完成し、チームの
一員として日本のプロジェクトに参加できたことは誇
りに思っています。電力インフラの課題・問題はたく
さんありますが、引き続きベストを尽くします。

 「
あ
き
ら
め
な
い
!
」

事
業
継
続
の
資
金
を
調
達

「
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
よ
う
」

　
佐
藤
光
行
さ
ん
の
声
が
東
電
設
計
の

会
議
室
に
響
き
渡
っ
た
。
2
0
1
4

年
8
月
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
政
府
が

建
設
中
の
シ
マ
ル
火
力
発
電
所
2
号
機

に
対
す
る
日
本
か
ら
の
円
借
款
の
融
資

が
終
了
し
、
そ
れ
以
降
の
資
金
は
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
側
が
担
う
予
定
に
な
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
お
り
し
も
同
国
は

原
油
安
な
ど
の
経
済
の
変
動
に
よ
り
通

貨
が
暴
落
。
政
府
に
よ
る
資
金
確
保
が

困
難
な
状
況
だ
っ
た
。

　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
を
担
っ
て
い

た
東
電
設
計
の
社
内
か
ら
は
O
D
A

事
業
の
終
了
と
と
も
に
「
事
業
か
ら
撤

退
す
る
べ
き
」
と
の
声
が
上
が
っ
た
。

そ
の
撤
退
論
を
1
号
機
の
建
設
か
ら
関

わ
る
佐
藤
さ
ん
は
強
い
口
調
で
制
し
た

の
だ
。「
工
事
を
行
う
ア
ゼ
ル
エ
ナ
ジ
ー

社
と
は
信
頼
を
築
き
、
頑
張
っ
て
き
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
こ
の
ま
ま
放
置
し
て

し
ま
う
こ
と
、
そ
し
て
私
た
ち
エ
ン
ジ

ニ
ア
が
撤
退
す
る
の
は
卑
怯
だ
」
と
。

　
し
か
し
、
声
を
荒
げ
た
佐
藤
さ
ん
の

頭
に
一
抹
の
不
安
が
よ
ぎ
っ
た
の
も
事

実
だ
っ
た
。
円
借
款
の
終
了
時
点
で
、

2
号
機
建
設
の
進
捗
率
は
予
定
の
60

パ
ー
セ
ン
ト
以
下
。
当
時
、
建
設
資
材

は
高
騰
し
、
従
業
員
へ
の
給
料
の
支
払

い
も
大
幅
に
遅
れ
る
な
ど
、
ア
ゼ
ル
エ

ナ
ジ
ー
社
は
経
営
破
綻
寸
前
だ
っ
た
か

ら
だ
。
佐
藤
さ
ん
は
社
内
の
営
業
部
の

生
し
た
。
日
本
に
い
た
佐
藤
さ
ん
に
、

ア
ゼ
ル
エ
ナ
ジ
ー
社
の
仲
間
か
ら
安
否

を
気
づ
か
う
メ
ー
ル
が
多
く
寄
せ
ら
れ

た
。
1
週
間
後
に
予
定
通
り
現
地
に
渡

航
し
た
佐
藤
さ
ん
は
、
お
土
産
に
桜
の

苗
木
を
3
本
持
参
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ

を
ア
ゼ
ル
エ
ナ
ジ
ー
社
が
発
電
所
構
内

に
植
樹
。「
こ
の
桜
は
被
災
者
へ
の
追

悼
と
、
日
本
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の

友
好
の
絆
の
象
徴
で
す
」
と
黙
と
う
を

捧
げ
て
く
れ
た
。
義
援
金
も
渡
さ
れ
、

「
感
動
で
言
葉
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
佐
藤
さ
ん
は
話
す
。

　
翌
12
年
、
桜
の
木
は
可
憐
な
花
を
咲

か
せ
た
。
そ
し
て
、「
震
災
復
興
に
挑

む
日
本
人
へ
の
エ
ー
ル
と
、
日
本
の
協

力
に
感
謝
を
表
す
た
め
に
、
発
電
所
を

桜
の
花
で
埋
め
尽
く
し
た
い
」
と
、
ア

ゼ
ル
エ
ナ
ジ
ー
社
は
「
コ
ー
カ
サ
ス
で

花
サ
カ
ス
」
と
い
う
企
画
を
東
電
設
計

の
関
連
企
業
だ
っ
た
尾
瀬
林
業
と
と
も

に
立
ち
上
げ
た
。
1
0
0
本
以
上
の

桜
の
苗
木
を
自
己
資
金
で
購
入
し
、
通

関
手
続
き
を
経
て
日
本
か
ら
輸
入
し
た
。

翌
13
年
、
多
く
の
花
が
咲
い
た
も
の
の
、

そ
れ
以
後
は
ど
の
木
も
花
を
咲
か
せ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。「
土
や
気
候
が
合

わ
な
か
っ
た
の
で
は
」
と
佐
藤
さ
ん
と

発
電
所
所
員
た
ち
は
残
念
が
っ
た
が
、

ふ
た
た
び
桜
を
植
え
よ
う
と
い
う
話
が

い
ま
持
ち
上
が
っ
て
い
る
。「
も
っ
と

桜
の
こ
と
を
勉
強
し
育
て
た
い
」
と
両

者
は
、
友
情
の
花
だ
け
で
な
く
、
桜
の

花
も
咲
か
せ
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
う
。

応
援
を
得
て
ア
ゼ
ル
エ
ナ
ジ
ー
社
と
直

接
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
契
約
を
結
ん
だ
。

　
早
速
、
事
業
の
立
て
直
し
を
図
ろ
う

と
、
ア
ゼ
ル
エ
ナ
ジ
ー
社
に
対
し
首
相

府
に
補
助
金
を
要
請
す
る
よ
う
提
案
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
長
年
の
協
力
関
係
に

よ
り
親
友
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
の
信
頼

を
築
い
て
い
た
ビ
ド
・
シ
ャ
リ
ホ
フ
副

首
相
か
ら
「
君
と
は
交
渉
し
て
も
、
ア

ゼ
ル
エ
ナ
ジ
ー
社
と
は
交
渉
し
な
い
」

と
の
返
答
。
佐
藤
さ
ん
は
「
私
は
交
渉

す
る
立
場
に
な
い
」
と
し
つ
つ
も
、
で

き
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
と
半
年
間
以
上

も
協
議
を
重
ね
た
。
日
本
大
使
館
の
サ

ポ
ー
ト
も
あ
り
、
つ
い
に
政
府
か
ら
支

援
が
承
認
さ
れ
た
。
半
ば
放
置
状
態

だ
っ
た
建
設
現
場
は
息
を
吹
き
返
し
、

工
事
は
一
気
に
進
ん
だ
。

　
そ
し
て
、
19
年
9
月
、
イ
ル
ハ
ム
・

ア
リ
エ
フ
大
統
領
を
迎
え
て
2
号
機
の

竣
工
式
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
前
日
、

佐
藤
さ
ん
は
中
央
制
御
室
で
出
力
上
昇

テ
ス
ト
に
立
ち
会
っ
て
い
た
。
食
い
入

る
よ
う
に
見
つ
め
る
メ
ー
タ
ー
が
無
事

に
最
大
出
力
に
達
し
た
瞬
間
、
感
激
で

胸
が
詰
ま
り
床
に
膝
を
つ
い
て
し
ま
っ

た
。
仲
間
と
握
手
を
交
わ
し
た
佐
藤
さ

ん
は
、「
あ
き
ら
め
な
い
で
よ
か
っ

た
!
」
と
喜
ん
だ
。

復
興
と
友
情
の
証
し
で
あ
る

桜
で
構
内
を
埋
め
尽
く
そ
う

　
紆
余
曲
折
の
末
に
完
成
し
た
2
号
機

だ
が
、
建
設
工
事
が
始
ま
っ
た
頃
、
11

年
3
月
11
日
に
は
東
日
本
大
震
災
が
発

佐藤さんはバクー国立大学
日本語科に日本文化の紹介
を目的に着物50着を個人とし
て寄贈するなど、両国の懸け
橋となる活動を行っている。

イルハム・アリエフ大統領から
竣工後の式典の場で佐藤さ
んに授与された勲章。知らさ
れたのは授与発表の1分前と
いうサプライズだった。

アゼルエナジー社
が日本から輸入し
た桜の苗木。

現地で10年来の相棒のスリヤ・ナヴィエバさん。日本
語が堪能で、アゼルエナジー社との協議やアゼルバ
イジャン政府・関係機関との対応に力を発揮した。

  Key Person
東電設計 海外事業部
佐藤光行（さとう・みつゆき）さん
　シマル火力発電所建設事務所長。中国
の火力発電所建設をはじめ、ロシア、クロア
チアの発電所調査業務などにも従事。現
在はアゼルバイジャンの電力セクター全体
の現況を調査するため、JICAの協力のもと
に情報収集と確認調査を実施している。

2号機の中央制御
室。2号機は安定的
な電力供給によっ
て経済発展を持続
的なものにする目的
で建設された。

「コーカサスで花サ
カス」プロジェクト
は現地の新聞にも
取り上げられ、桜
が友好の証しとし
て広く知られた。

熱効率の高い日本
製の最新鋭のガス
タービン、蒸気ター
ビン、発電機。1号
機と合わせ、国の電
力需要の約1割を
担っている。

アゼルバイジャンは逼迫する電力状況を解決するために当時の同政府が火力発電所を建設。その1号機の
建設要望が日本にとってアゼルバイジャンへの初めてのODAとなり、その後、同政府により2号機（写真）の
建設事業が始まった。

「桜は、希望・成功・前向きな姿勢のシンボル」

【記事より一部抜粋】
　シマル2号機コンサルタントのTEPSCO（東電設計）チームは、
大震災のすぐ後、仕事のためアゼルバイジャンに飛んで来てくれ
た。自分たちの国が大変な状況となっているにもかかわらず桜の
苗木を3本持参して発電所入り口付近に桜を植えてくれた。発電
所所長らが黙とうし、周囲に柵を設置した。大変感動的だった。
　東日本大震災に見舞われ、日本では多くの桜も津波で流され、
この年、日本人は桜を存分に楽しめなかった。しかしチームが持参
した3本の桜は、このアブシェロン半島で咲いたのである。
　日本人の技術の高さだけでなく、誠実な心にわが国の多くの人
たちは感動した。

日本から届いた100本以上の桜の苗木

何事もあきらめず、
最後まで
やり遂げたい

異国で咲いた友情の花
アゼルバイジャンの発電所建設のコンサルタント業務を担った東電設計の佐藤光行さんは、

事業にかける思いと行動力で資金難を乗り越えた。

アゼルバイジャン
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